
第 418 回 ぬましんストリートギャラリー　

《回想》  2009 年  20F  油彩 ・キャンバス  

2023.1.30mon. → 2.24fri.

森本秀樹展 
—滋味溢れる風景を描く—

協力：名古屋画廊   



沼津信用金庫本店のウィンドウギャラリー

JR沼津駅南口より徒歩5分／夜 10時までライトアップ

ぬましんストリートギャラリー
https://www.numashin.co.jp/street/

https://www.numashin.co.jp/street/
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沼津信用金庫本店 〒410-8610 沼津市大手町5-6-16
                      TEL 055-962-5200

鍋島正一展　光の街 –水の國
2022年11月1日（火）～11月25日（金）

第415回 ぬましんストリートギャラリー

東京駅　120号

　海外旅行の往来がはじまり街に賑わいが戻りつつある中、今月は
画力溢れる鍋島画伯の水の都ベニスや、雨上がりの夜の光に浮かぶ
東京駅を描いた大作等、光の中で色彩輝く作品をお楽しみください。
　ご来廊をお待ち申し上げます。

《作家ご挨拶》
　欧州、とりわけ長く滞在し親しんできたイタリア風景を描いてきました。
澄み切った空気の中、強い光が造る明暗のコントラスト、柔らかい空気が
醸し出す色彩の調和など尽きることのないテーマです。思えば、風景の中に
光と水を求めて来ました。そんな中で、ようやく東京や日本の風景の魅力に
気づいたところです。手強い相手ですが、都会の片隅に咲く草花や夕日に
闊歩する人々の後ろ姿、夜の雨に濡れた歩道の揺めきをヒントに仕事を進めて
いこうと思っているところです。
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《春を待つ》  2009 年  20M  油彩 ・キャンバス  

《鬼ヶ城》  2003 年  10F  油彩 ・キャンバス  

《海と山の狭間》  2004 年  30F  油彩 ・キャンバス  

滋味溢れる風景を描く森本秀樹先生の作品をご紹介します。
半具象、半抽象の作品は、実風景では無い、記憶の中の光景を平明な表現で描いています。
故郷、そして現在もアトリエを置く、宇和島を原風景とする、親しみ易い絵画。森本ワールドをお楽しみください。

森本秀樹　略歴

1951/ 愛媛県宇和島市生。71/ 武蔵野美術短期大学卒。90/ 上野の森美術館大賞展（92/
賞候補、93/ 佳作賞）。91・92/ 昭和会展出品。91 ～ 06/ 個展（GALLERY 銀座汲美
/ 東京）。99・01/NICAF 出品（GALLERY 銀座汲美・GALLERY219/ 東京）。02/ コ
レクターによる「ぼくらの森本秀樹展」（K`s Gallery/ 東京）。03/ 森本秀樹画集刊行。
05 ～ / 個展（新潟絵屋）。06 ～ / 個展（GALLERY 島田 / 神戸 )。07/ 森本秀樹展（東
御市梅野記念絵画館 / 長野県）。08・11・14・20/ 個展（名古屋画廊）。10 ～ / 個展

（ギャラリーゴトウ）。13/ 個展（フォルム画廊）。16/ 個展（ミウラート・ヴィレッジ
/ 愛媛県）。22/「漂う抒情 記憶の軌跡 森本秀樹・猛 二人展」（町立久万美術館 / 愛媛
県）。現在無所属。


